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野
中
問
題
対
策
要
員
会
開

。
ノ
＼杉
本
下
新
川
事
務
所
長
選

挙
事
務
状
況
を
視
察
に
来

』「
J

。
仁

a’
山
崎
小
学
校
竣
工
検
査
。

説
会
議
員
全
体
協
議
会
開

催
野
中
間
組
そ
の
他
協
続

泊
高
校
に
於
て
立
会
演
説

会
開
情
。

選
挙
管
理
笹
口
会
開
催
、

初
充
出
喰
人
名
簿
の
隊
定

等
に
つ
い
て
得
議
。

良
地
災
密
資
定
に
金
沢
良

地
事
務
局
並
び
に
北
陸
財

務
局
よ
り
楽
町
。

町
の
社
会
福
祉
協
議
会
に

お
い
て
、
各
地
区
の
保
育

所
慰
問
が
行
わ
る
。

衆
議
院
議
員
選
挙
及
び
最

高
裁
判
所
裁
判
官
同
民
簿

登
按
粟
執
行
。

一R
輔
事
務
監
査
行
わ
る
。

自
体
常
任
委
員
会
開
催
、

平
和
観
音
儲
建
設
に
関
す

る
打
合
会
開
催
。

例
月
会
計
検
査
喫
施
、

眠
会
蕗
策
議
員
会
開
側
、
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三

一
日

六
回
バ

一
日
一エ口

文
思
委
員
会
開
催
。

設
会
伝
務
蚕
員
会
開
催。

臨
時
町
議
会
開
催
ミ

野
中
特
別
長
凸
会
川
情
。

町
内
会
長
代
u

一沢
新
会
議
開

催。災
害
復
旧
事
業
の
会
計
検

査
実
施
さ
る
。

冨
体
参
与
の
打
合
会
開
催

庁
舎
改
造
入
札
説
明
会
を

行
う
、

設
委
、
良
地
部
会
開
他
。

開
発
特
別
寮
ハH
会
開
悩
。

大
家
庄
小
学
校
水
泳
．
7

1

ル
竣
工
式
挙
符
さ
る
。

社
会
箔
祉
協
議
会
開
州市。

町
内
会
長
代
炎
者
協
議
会

川
問
間
協
C

l
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四
日

五
日

六
日

八七
日日

朝
日
町
融
会
第
三
副
臨
時
議
会
は
五
月
三

十
一
日
招
集
さ
れ
町
議
決
策
等
そ
れ
ぞ
れ

可
決
承
認
さ
れ
た。

一
、
朝
日
町
選
挙
符
理
委
員
会
安
日
の
選

挙
の
件
〈
一
名）

（当
選

者

桜

町

山
本
謀
雄
）

註
＠
地
方
自
治
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ

管
理
委
員
の
定
数
が
従
前
ま
で
三
名
で

あ
っ
た
の
を
四
名
に

一
名
増
加
す
る
こ

と
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る。

一
て

削

日
町
泊
路
占
用
料
条
例
の
件
。

て
専
決
処
分
報
告
承
腿
の
件

ー
、
昭
和
三
十
二
年
度
朝
日
町
議
入

歳
出
第
三
回
追
加
更
距
予
算
。

2
、
昭
和
三
十
二
年
度
朝
日
町
簡
易

水
道
管
理
費
特
別
会
計
歳
入
成

出
第
四
問
追
加
史
正
予
算
。

3
、
朝
日
町
制
条
例

一
郎
改
正
の
件

野
鼠
退
治
用
フ
ラ
ト
！
の

無
償
配
布
に
つ
い
て

農
作
物
の
野
晶
に
よ
る
被
害
は
毎
年
明
大

し
つ
L
あ
り
ま
す
の
下
役
場
で
毎
年
野
川

退
治
に
顕
を
な
や
ま
し
て
レ
る
が
本
年
も

迫
治
の
特
効
薬
7

ラ
ト

l
ル
を
無
償
で
生

記
の
と
お
り
各
地
区
設
協
に
用
布
い
た
し

ま
し
た
か
ら

一
斉
退
治
を
行
っ
て
下
さ
い

フ
ラ
ト

l
ル
割
当
表
五
八
町
按
分

七
三
町
秋
分

一
O
四
町
娘
一分

五
回
町
歩
分

四
一
町
捗
分

三
六
町
歩
分

二
四
町
法
分

一
O
町
歩
分

野
中
地
区

山
崎
地
区

大
家
庄
地
区

南
保
地
区

五
箇
庄
地
区

泊
地
区

宮
崎
地
区

境
地
日
稲
作
宮
虫
共
同
防
除
位
薬
の
間十叩

稲
作
の
開パ
虫
燥
持
象
及
び
二
化
〆
虫
の
彼

自
は
削
日
町
で
毎
年
約

一
二
O
O町
歩
が

笹
響
を
う
げ
て
い
る
が
今
年
は
役
鳩
で
こ

の
将
虫
を
徹
底
的
に
防
除
を
突
施
す
る
た

め
共
同
防
除
用
品
績
を
無
償
で
配
布
し
て

哨
産
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

農
薬
は
六
月
二
十
日
頃
ま
で
に
各
地
区
農

協
を
通
じ
て
生
産
組
合
宛
に
配
布
い
た
し

まム
3

。
農
作
物
病
害
虫
異
常
発
生
周
防
除

機
具
購
入
補
助
金
に
つ
レ
て

・
本
年
も
病
寄
虫
防
除
の
徹
底
と
一
斉
共
同

肪
検
の
推
進
を
図
る
た
め
役
場
で
左
詑
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サ
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商
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開

設
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衆
議
院
議
員
選
挙

各
投
票
区
の
投
票
率

五
月
二
十
二
日
行
な
わ
れ
た
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
は
農
繁
期
の
折

柄
に
行
な
わ
れ
た
関
係
、
余
り
良
い
方
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

各
校
四
回
区
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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議
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議
長
選
挙
投
票
率
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第 34号

の
率
は
然
続
よ
り
下
廻
っ
て
、

一

大
家
庄
小
学
校
の
プ
l
ル
開
ぎ
は
水
泳

－

男
七
六
、
一
－
七
%

一
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
六
日
、
ア
ジ
ヤ
大
会
「
朝

日

町

青

年

団

教

育

キ

ャ

ン
プ

’K

七
六
、
一
四
%

一
に
日
本
代
表
と
し
て
活
一
蹴
し
た
南
保
出
身
「

、

l

計

七

六

、

＝

c？
一

J
l
温

泉

元

湯

上
流

に
て

の
長
信
選
手
及
び
古
賀
選
手
を
招
き、

来
－

I
j
一

以
上
の
よ

4
な
成
献
で
し
た
。

－

一

各
投
出
品
川
一
区
に
お
け
る
、
投
顕
一
番
乗
り
の

一筏
は
じ
め
椛
下
住
民
多
数
が
集
っ
て
符
わ

一
朝
日
町
教
室
会
員
会
主
催
、
朝
日
町
通

氏
名
は
左
の
と
お
り
〆

一
れ

た

。

一

合

青

年

回

、
朝
日
町
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
脇

野

中

投

禦

区

長

広

松

平

一
午
後
一
時
高
倉
伸
官
に
よ
り
厳
か
な
修
駿
一

E
E－
－
－
－
圃
援
態
寵
臨
鹿
量
廃
援
態
藍

山

2
2
H

長
問
一
喜
代
二

－
式
、
ひ
き
つ
Y
き
綾
工
式
が
行
わ
れ
金
森
一
一

圃

圃

・

園
想

議

臨

調

歯

厩

麟

鱒

ぷ

一

一一

け

お

松

椛

町

長

は

じ

め

町

主

下

新

川
4
務
所

長

－

哩

懇

鵬

醤

臨

大

家

庄

グ

稲

村

作

次

γ
…
体
協
則
一
事
長
県
水
巡
理
事
長
な
ど
の
祝
徳
一

圃
・
・
・
阪
露

軍

醐
閉
割
程

圏
園
田

前川
内
第

一

H

石

一

妹

三

の

言
主
が
あ
り
、

三
時
ブ
ー
ル
建
設
委
員
一
・
・
・
圃
眠
館
幽
期
制
醜
隣
組
閣
圃
闇

第

二

ゲ

川

合

弘

一

一
・
・
・
・
・
四
箇
聞
朝

一
閉
路
欄
脳
園
圃
・

五

箇

庄

グ

存

在

日

叫

手

紙

日

一

之
次
郎
氏
の
手
で
プ
l
ル
開
き

－

－

－

－

a圃覇
鰻

蕗

睡

園

泊

ゲ

市

川

見

清

作

一
の
テ
l
．フ
が
切
ら
れ
た
。
長
谷
古
賀
両
選
一

・
圃
・
園
詣

園
調
型
瞬
噌
澗
制
調
掴
圃

宮
崎
第
一
庁

野

田

震

で

」

E
A：
つ
ら
れ
同
校
児
出
六
人
の
泳

－

園

期

開

悔

い欝

態

語

圏

グ

第

ニ

グ

長
井
秀
太
郎

idf
・4
五
カ

w

一
圃
・
回
関
誌

能

関
一凶
願
期
噛
鴎
腿
闘
圃
圃

境

第

一

グ

日

計

弘

ぶ

日

開

ぎ

は
じ
め
が
行
わ
れ
た
あ
と
プ
ー
ル
サ
イ

一
・
・
・
園
田
臨
躍
園

日
曜
議
踊
闘
圃
圃
圃

庁

第

二

グ

制

限

住

欽

治

ド

Jr」
町
め
た
人
内
の
拍
手
と
い
川
視
の
う
ち

一
圃
・
・
・
園
闘
幽
圃
掴
品
唱
離
島
両
欄
圃
園

S
U
5
2
γ
の
白
山
盟
関
休
会
選
手
の

一

－
－
聞
醐
圃

思

惑

福

岡

一

長

谷

、
古

賀

両

選

手

を

迎

え

て

叶
出
と
水
に
の
っ
た
滑
ら
か
な
し
か
も
力

一
圃

・

圃

圃

圃

聞

副
院

蹴

購

圏

一

i
、
い
ス
ト
ロ
ー
タ
に
感
悦
の
芦
が
湧
〈
。

一
－
－
－
－
田
回
国
隈
誼
園
調
繍
臨
圃
圃
園

大
家
庄
小
学
校
の
ブ
ー
ル
聞
き

R

一
－
－
－
国
国
圃
阻
脳
圃
概
櫨
園

田

：

u
R

M
M

一
・
・
・
・
・
圃
・
園
間
踊
圃
醐
臨
闘
幽
圃
園

紛

苦

ぢ

・

岬

一

・・・・
E

・E
・－
a理
由
E
・E
・酒造
－－

d
，

一

三

、

・

．

更
に
ア
ジ
ヤ
大
会
に
お
け
一
催
の
青
年
間
教
育
キ
ャ
ン
プ
諮
沼
会
は
五

る
世
界
記
縦
断
立
（
四
百
一
月
一
一
一
十
日
三
十
一
日
六
月
一
日
の
二
泊
三

米
メ
ド
レ
ー
リ
レ
l
）
の

一
目
、
元
説
沌
の
溺
附
近
に
お
レ
て
開
他
さ

感
酬
の
一
端
そ
再
現
す
る

一
れ
た
、
受
部
者
は
知
子
十
七
名
、
女
チ
十

自
由
型
刊
行
泳
の
リ
レ
ー
が
一
五
名
で
朝
日
町
教
育
要
員
会
・
ι
り
前
h

泊
料

あ
り
、
つ
い
ふ
い
て
高
田
県
一
了
証
、
県
教
育
委
員
会
よ
り
青
少
年
野
外

水
連
車
事
長
の
古
式
泳
法
一
キ
ャ
ン
プ
指
母
者
資
格
証
が
技
与
さ
れ
た

の
妙
技
が
展
開
さ
れ
と
の

一

よ
う
な
位
界
的
選
手
の
詠
一

F
に
接
す
る
こ
と
は
地
方
一

と
し
て
は
岱
前
の
こ
と
で

一

丸
つ
ι

～。

終
っ
て
公
民
的
山
で
大
平
教

育
長
司
会
の
も
と
に
別
選

手
を
か
こ
む
座
談
会
が
聞

か
れ
な
ご
や
か
な
’
フ
ち
に

間
選
手
は
質
問
に
応
じ
て

メ
ル
ボ
ル
ン
オ
リ
ン
ピ
ツ

y
、
ア
ジ
ヤ
川
大
会
の
dm

倣
逃
手
と
し
て
の

H
常
生

活
紋
習
方
法
外
間
選
手
の

印
象
か
ら
当
地
区
へ
の
要

望
が
語
ら
れ
た
。

第二

, ：戸
~吋、

， 
' i 

l面
の
智
議

減
ら
せ
る
予
定
納
税
強

六
月
と
も
な
れ
ば

一
仔
の
ふ
分
が
れ
出

し
た
わ
け
だ
か
ら
、

A
ン
ヰ
の
一
欧
ロ
簡
の
大

体
の
メ
ド
が
つ
く
、
改
め
て
刈
M
．1
K
に
一
工

夫
つ
け
ね
ば
な
る
ま
い
、
が
引
金
の
算
段
も

つ
け
て
お
き
た
い
頃
で
あ
る
。

さ
し
あ
た

っ
て
七
月
は
所
得
税
の
下
記
納
税
を
す
る

時
期
で
あ
り
、
六
月
の
十
五
け
ま
で
に
は

税
務
撚
か
ら
予
応
納
税
制
の
泊
何
日
か
同
一

〈
。
こ
の
税
額
が
納
何
で
き
れ
ぽ
よ
い
が
一

休
業
、
廃
業
、
病
気
そ
の
也
の
ぶ
問
で
、

今
年
の
所
得
は
ガ
タ
デ
り
だ
と
い
う
よ
う

一

8 
6 

な
人
は
ど
号
し
た
ら
よ
い
か
、
い
ず
れ
確

定
申
告
の
時
に
精
算
さ
れ
る
と
は
い
い
な

が
ら
前
も
っ
て
余
分
な
税
金
を
納
め
る
こ

と
は
辛
い
わ
け
で
、
こ
う
し
た
ら
利
益
を

な
く
す
る
た
め
に
「
減
額
承
認
申
請
」
の

制
度
が
あ
る。

①
予
定
納
税
額
の
通
知
書
に
は
年
税
額
に

相
当
す
る
予
定
納
輪
以
準
額
と
そ
の
三
分

の
－
に
当
る
一
期
、

二
期
分
の
予
定
納
税

翻
が
苦
い
て
あ
る
。
税
務
署
で
は
こ
れ
を

去
年
の
所
得
税
額
に
基
い
て
計
算
す
る
の

で
、
納
税
者
自
身
が
六
角
一
日
ま
で
の
状

況
で
見
積
っ
た
今
年
の
年
税
額
よ
り
多
レ

こ
と
が
あ
る
。
こ
ん
な
場
合
は
そ
の
証
拠

と
な
る
書
類
を
添
・
え
て
税
務
磐
へ
減
舗
承

間
中
摘
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
申
請
の

制
限
は
六
月
三
十
日
ま
で
だ
が
、
予
定
納

税
制
の
通
知
世
が
六
月
十
五
日
以
後
に
届

い
た
時
は
届
い
た
日
の
翌
日
か
ら
十
五
日

以
内
で
あ
れ
ば
よ
い
。
減
額
申
請
誼
を
受

け
た
税
務
場
で
は
早
速
そ
の
内
容
を
調
査

し
て
承
認
す
る
か
却
下
す
る
か
い
ず
れ
の

峨
合
も
お
出
で
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

①
出
叩
刊
刊
が
承
認
さ
れ
る
の
は
次
の
よ
う
な

同明ム
ロ
で
国
由
が
は
っ
き
り
し
て
居
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

的
廃
業
、
体
菜
、
転
祭
、
失
業
等
で
大
巾

に
収
入
が
法
る
援
会
。

刷
納
税
者
や
そ
の
家
肢
が
病
気
に
な
り
、

多
測
の
日
前
川
町
民
が
か
か
っ
た
均
合
。

川w風
水
中
い
、
火
災
、
出
却
な
ど
で
商
品
や

家
財
に
大
き
な
制
宮
を
受
け
た
同
場
合
。

伺
扶
世
家
族
の
数
が
ふ
え
た
と
か
新
た
に

不副
，Ht
o
、
老
年
計
、
寡
婦
、
勤
労
学
生

総
除
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

か
、
ま
た
は
白
菜
不
慣
な
ど
の
理
由
の

た
め
に
今
年
の
年
税
制
が
去
年
の
年
税

制
の
七
割
以
下
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る

場

合

“

以

上

（
魚
津
税
務
態
総
務
課
）



会
問
吻
小
丸
山
会
問
グ
ラ
ン
ド
の
鉱
民
地

均
工
事
が
完
了
し
、
富
山
県
入
善
土
木
出

張
所
土
木
技
師
上
田
憲
氏
の
御
協
力
を
賜

り
排
水
、
整
地
工
事
設
計
が
出
来
上
り
町

民
各
位
の
御
期
待
に
応
う
べ
く
、
関
係
団

体
で
は
新
装
の
会
場
で
、
国
体
の
前
夜
祭

行
事
も
多
極
多
様
に
盛
込
み
、
朝
日
町
ス

ポ
ー
ツ
文
化
の
飛
脱
に
胸
の
高
鳴
り
を
／
．

工
部
の
完
成
に
協
力
方
の
小
山
も
あ
り

一

関
係
者
の
総
蹴
起
を
促
さ
れ
必
び
の
内
に

も
脊
斗
〆
．

新
装
小
丸
山
会
関
グ
ラ
ン
ド
設
引
凶

設

計

土

上

自

主

氏

な
お
施
工
者
は
叫
脱
出
山
山
へ
代
表
、
総
川

区
土
口
氏
）
で
あ
る
。

日
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町

商

工

使

金
融
の
御
相
談
は

気
が
る
に

中
元
資
金
需
用
期
も
近
く
な
り
ま
し
た
。

当
会
に
世
い
て
は
例
年
に
倣
い
。
県
頑
託

A
W
。
凶
庫
金
融
公
邸
の
融
資
等
に
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
が
会
員
各
位
に
配
い
て
も

早
め
に
御
計
一
闘
を
致
さ
れ
御
相
談
下
さ
る

様
御
即、
レ
致
し
ま
す
。

事
務
局
よ
り

－
e

、．．． 
、．．
．
 
，
 
．．
．．
 
‘，・・・
e

・・・・
．．．． 
，‘
 
．．
 
a
．，
 
．．．
 
、．．．． 
，
 
．．
．
 
・‘
．．
 
‘，
・・・・

衛

募

』日

集

自
防
備
げ
で
は
昭
和
三
十
三
年
度
第
二
次

と
し
て
自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て

い
ま
す
。

一
、
採
用
予
定
人
員

二
等
陸
士

二
等
海
土

ニ
等
空
－
r
約
七
、
五

O
O名

約
四

O
O名

約
九
O
O名

＝、

応
募
資
格

年
令
、
十
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満

〈
昭
和
三
十
三
年
九
月

一
日
現
在
〉

学
力
、
中
学
校
卒
業
程
度

一回一
、
受
付

六
月
十
六
日
か
ら
七
月
二
十
一
日
ま
で

四
、
得
遇

初
任
給
、
約
六
、
二

O
O円
、
食
事
及

笹
服
は
無
料
で
支
給
又
は
貸
与

五
、
志
願
手
続

役
場
総
務
践
又
は
支
所
か
ら
志
願
票

一

過
を
受
け
取
取
り
、

田所
間
前
柑
明
演
を
毘
入

し
た
う
え
役
場
叉
は
支
所
へ
提
出
し
て

下
さ
い
。



(4) 昭和33年6月20日発行

想旧

k
h’

与

斗

え

ら

れ

る

の

で

変

っ

た

の

で

す

。

イ志
1

4

1

一’i

中
干
し
は
無
効
分
ケ
ツ
を
抑
さ
え
る
た

現
在
の
稲
の
生
脊
は
早
慌
と
植
付
後
の
天
一
め
に
大
切
で
す
又
土
岐
中

へ
酸
素
を
よ
く

銀
特
に
日
照
が
良
い
た
め
大
変
良
い
の
で
↑
入
れ
て
摂
の
伸
び
を
劫
け
有
効
分
ケ
ツ
の

あ
り
ま
す
が
今
後
の
管
理
で
作
況
が
大
き
一
割
合
を
多
く
す
る
の
で
す
。

く
左
右
さ
れ
る
の
で
特
に
良
家
の
皆
保
万

一

中
干
の
時
期
は
出
器
前
三
十
五
日
位
を

に
注
意
し
て
管
理
し
て
民
き
皮
い
の
で
あ
一
考
え
て
行
い
ま
し
ょ
4
0
早
牛
一
撞
で
六
月

り
ま
す
。

一
二
十
日
頃
、
中
生
種
で
六
月
二
十
五
日
頃

六
月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
に
は
憾
の
哨
牧
一
が
泊
切
で
し
ょ
う
。
早
績
は
少
し
平
く
な

に
大
き
な
彫
叫
を
与
え
る
月
で
あ
る
o

一
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

部
落
や
生
産
組
合
別
に
－
日
を
代
し
と

一

止
草

も
に
揃
っ
て
市
旧
趨
り
を
行
い
間
作
を
印刷

一
般
後
の
W

年
取
り
を
比
草
と
ど
コ
、
大
体
に

究
し
合
う
の
も
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
。

一於
て
六
月
中
に
終
る
仲
間
心
掛
け
て
下
さ
い

普
か
ら
お
や
じ
の
足
跡
で
牧
佐
が
た
お

一
止
京
は
な
る
べ
く
手
攻
守
行
う
の
は
良
い

さ
れ
る
と
云
わ
れ
る
択
で
あ
る
。

一

い
ね
の
倒
伏
に
つ

い
て

有
効
分
ケ
ツ
と
無
効
分
ケ
ツ

一今
年
は
長
期
の
天
候
予
報
で
は
北
陸
に
接

稲
の
分
ケ
ツ
を
し
て
生
れ
た
茎
は
全
印
閥
↑
近
す
る
台
風
が
多
か
ろ
う
と
の
取
で
倒
伏

を
出
す
引
は
始
ど
な
い
。

仰
木
か
は
仙
れ

一
が
問
聞
に
な
り
そ
う
で
す
、
い
ね
が
倒
伏

て
し
も
う
。
中
長
し
て
胞
を
出
寸
分
ケ
ツ

一す
る
と
枚
泣
が
減
り
ま
す
か
ら
杭
意
す
べ

を
有
効
分
ケ
ツ
と
い
う
。
円
十
〈
分
ケ
ツ
し

一き
で
す
。
倒
伏
に
は
出
制
前
凶

O
日
明
に

空
茶
の
肥
効
が
多
レ

と
き
は
な
り
ま
す
か

ら
六
月
中
旬
か
ら
の

追
肥
は
危
険
で
す
。

の

理

ひさ（昭和四年8月8日）
第3橿郵便物諒可l

入り来今 なとつはは 枚右伺てははを易分た
つまたま 中 部見て大小 Jナ時異品六初レケも
てし訳て・干 をて由きさ十るまな極月め。ツの
かたでは しっ良がくな枚かでる、 中 る回しは
ら。す土 の け い あ影穂まとのも施旬が他た有
国土が用励な、る榔しで云分中肥で分後も効
子用中子行 いそ。しかのうケ 生料 あケ苗の分
を千干し のれ t!:lなつもと γで、るツがはケ
すししと で以税iいけの f立がは回 、の活無ツ
るととし す後前のなで拝牧七 Jlr'(升最普効と
こ云云て 。の四みい其の量月の ケもす分 な
とう号出 もOなかの葉を中時ツ謀るケり
のとこし の臼らら後の 大 頃｝剖のんとツ
被土と土 は頃ず j伎の数きでに終な分とお
に用にげ 大まか最もがくあ依る時ケなそ
考になて ま？でえ にのナし た るつの朋ツ ；） く

の革のイの人発 （勾の滑に防 j或大（l)
天 E 田低調モかの病葉 イ 準は被除にし黒病
気’H はす度チ）..Jl（すイモ｛紡七 書 しまっ椿虫
の品気るで病ら任るモ チ を月がまで L事長害
良 町 をの 湿 はなに訳チ 病 致上 現 し拡 あのの
い草付で度出 （.，－ 於 で 訴 の し匂わよ 大り 防防
日若けすが氏機てすか 防ま 共 れうしま除除
二 r1't. て か百二に ~jj から 除し 問 ま。なす
日 Vj 下ら%十し除ら穂 よしす六いか毎
間 lllr さ特の凶てし主主笛 うて。月時 ら年
位 'Iλ いにと皮下｛也イイ 。共磁下早、後
続 躍 。窒き lさのそモ 同書旬く制害
い干支 素一二い人チチ 薬のか発日面
た の帯十 。に病病 斉｜！？多ら見町農
時 過発八迷はへ 撒ぃ本し全が
晴 多生！虫記長側と 布地悶て地拡

あ第 34号

天
に
姻
り
取
る
の
で
す
。
い
も
は
直
射
日

光
に
当
て
な
い
械
に
し
て
下
さ
い
。

雨
天
に
姻
る
と
腐
敗
し
交
す
か
ら
注
意

し
て
下
さ
い
。

西
瓜、

ト
マ
ト
の
薬
剤
撒
布

瓜
類
や
ト
マ
ト
等
に
は
薬
剤
撤
布
が
必

要
で
す
。
従
来
の
様
に
回
数
を
多
く
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
が
マ
ン
ネ
ブ
グ
イ
七
ン

を
使
用
さ
れ
た
方
が
効
果
が
高
い
で
す
。

特
に
胡
瓜
の
黒
星
病
に
は
回

O
OJ
六
O

O
出
波
宮
三
日
前
傷
に
三
間
連
続
し
て
撒

布
す
る
と
大
変
効
果
が
高
い
も
の
で
す
。

発
病
の
時
期
に
薬
剤
撒
布
し
て
予
防
し
ま

し
ょ
う
。
も
し
細
雨
が
長
い
と
き
は
雨
の

附
聞
を
見
て
手
早
く
撒
布
し
て
・
磁
を
過
し

は
い
様
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

グ
痴
漢
か
ら
身
を

守
り
ま
し
ょ
う
グ

だ
ん
／
＼
気
候
が
よ
く
な
っ
て
き
ま
す

と
、
性
犯
罪
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
性

犯
罪
の
形
は
い
ろ
／
＼
あ
り
ま
す
が
、
な

ん
と
い
っ
て
も
、
暗
い
夜
道
の
婦
女

一
人

歩
る
き
や
、
人
通
り
の
な
い
田
畑
で
の
作

業
中
ゃ
、
留
守
宅
な
ど
の
婦
女
子
を
ね
ら

っ
て
事
件
が
多
い
よ
う
で
す
の

こ
れ
ら
の
痴
漢
は
ち
ょ
い
と
L
た
、
婦

女
子
の
心
の
隙
に
探
じ
て
せ
つ
な
的
に
担

い
か
か
り
、
あ
る
い
は
、

言
葉
巧
み
に
目

的
地
に
誘
い
出
す
の
で
す
。

人
に
も
言
え
な
い
恥
ず
か
し
み
を
受
け

た
り
、
不
幸
な
闘
に
あ
わ
な
い
よ
ろ
お
互

常
日
頃
か
ら
服
装
や
行
動
に
つ
い
て
十
分

注
意
し
被
抽
出
を
防
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

＠
毘
外
で
は
＠

も
っ
と
も
彼
慣
の
多
い
の
は
午
後
六
時

噴
か
ら
十
一
時
頃
ま
で
の
時
刻
で
女
の
一

人
歩
を
や
、
ア
ベ
ッ
ク
等
が
よ
く
襲
わ
れ

て
い
ま
す
。

つ
い
さ
き
ご
ろ
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し

た
「
通
り
魔
」
は
昨
年
七
月
か
ら
本
年

一

月
ま
で
の
わ
ず
か
、
半
年
間
に
強
盗
、
暴

行
等
の
兇
行
の
限
り
を
つ
く
し
そ
の
犯
罪

は
四

O
件
に
も
お
よ
ん
で
い
ま
す
が
、
取

調
に
当
り
こ
ん
な
述
慢
を
し
て
い
ま
す
。

①
大
体
夜
の
六
時
か
七
時
ご
ろ
の
一
人
歩

き
の
女
性
で
服
装
の
パ
リ
ツ
と
し
た
人

を
ね
ろ
号
。

⑨
午
後
六
時
、
七
時
頃
は
通
行
人
も
か
な

り
い
る
が
襲
う
と
き
近
く
に
人
が
い
な

け
れ
ば
安
心
で
す
。

凸

w
女
を
襲
う
時
機
は
追
越
す
か
、
す
れ
違

う
瞬
間
に
後
か
ら
首
か
手
を
つ
か
む
。

①
女
は
襲
わ
れ
れ
ば
、

小
向
’
で
悦
刷
し
て

も
め
っ
た
に
大
き
な
戸
は
出
さ
な
い
「

女
の
悲
鳴
は
猛
獣
も
避
け
る
。
」
と
も

云
い
、
無
言
で
抵
抗
す
る
．
の
は
肢
の
mm同

国
で
す
。
こ
ん
な
言
葉
の
う
ち
に
も
私

逮
は
教
え
ら
れ
る
も
の
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
勤
め
の
関
係
で
夜
遅
く
な
る
と
舎

は
家
庭
に
連
絡
し
て
迎
え
に
き
て
J

も
ろ
う

か
、
映
画
や
、
お
祭
で
夜
遅
く
な
る
こ
と

も
あ
る
の
で
一
一
人
以
上
連
れ
だ
っ
て
出
掛

け
る
心
が
け
が
必
要
で
す
。

や
む
を
得
ず
一
人
で
夜
外
出
す
る
と
き

は
回
り
道
に
な
っ
て
も
人
通
り
の
あ
る
明

る
い
道
を
通
る
こ
と
で
す
。

も
し
慨
し
い
者
が
う
し
ろ
か
ら
つ
け
て

〈
る
よ
う
に
感
じ
た
ら
す
ぐ
近
く
の
駐
在

所
や
民
家
へ
駆
け
込
ん
で
助
け
を
求
め
主

’L
、ιζ
，。
①
吠
画
舘
や
集
会
楊
所
等
で
は
＠

夜
間
の
吠
画
舘
や
屋
外
集
会
場
、
満
員

電
車
や
パ
ス
の
中
な
ど
暗
い
の
に
つ
け
込

ん
で
な
れ
な
れ
し
〈
異
性
が
話
し
か
け
て

き
た
り
、
混
雑
に
ま
ぎ
れ
て
こ
と
更
に
身

を
寄
せ
て
く
る
と
き
は
急
い
で
場
所
を
変

え
る
と
か
遠
慮
し
た
り
恥
し
が
ら
す
係
員

や
周
囲
の
人
に
話
し
て
響
察
に
連
絡
し
て

貰
い
ま
し
ょ
う
。

＠
医
内
で
は
①

留
守
中
に
見
知
ら
ぬ
人
が
た
ず
ね
て
き

た
場
合
等
は
不
意
に
飛
び
か
か
れ
な
い
よ

う
な
間
か
く
を
お
き
、
応
対
が
通
行
人
か

ら
見
え
る
よ
う
に
始
終
よ
く
気
を
配
る
な

ど
隙
を
与
え
な
い
よ
号
に
し
ま
し
ょ
う
。

曲
第
則
で
昆
寝
し
て
い
る
と
き
や
、
入
浴

中
な
ど
外
か
ら
す
き
見
さ
れ
な
い
よ
う
、

叉
就
寝
す
る
と
き
は
外
か
ら
家
の
中
の
様

子
が
見
え
な
い
よ
う
電
灯
を
消
す
と
か
雨

戸
の
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
る
等
し
て
痴
漢
の

議
牙
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ

4
0

（
入
省
警
察
磐
〉

み
ん
な
で
楽
し
いγ

鬼
遠
祭
を
過
ご
そ
う

て

バ
ク
チ
の
よ
う
な
物
売
り
や
イ
ン
チ

キ
な
品
物
に
は
絶
対
に
手
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
。

二
、
よ
く
ば
り
心
を
出
し
て
と
ん
だ
自
に

あ
わ
な
い
よ
う
心
を
引
き
し
め
よ
う。

一二
、
児
童
生
徒
は
家
の
人
と
い
っ
し
う
に

歩
き
ま
し
ょ
号
。

四
、
若
い
女
の
方
特
に
女
子
中
学
生
や
高

校
生
な
ど
は
必
ず
三
人
以
上
の
団
体
で

行
動
し
よ
う
。

五
、
十
時
ま
で
に
は
み
み
ん
な
家
に
帰
り

ま
し
ょ
号

六
、
悪
い
こ
と
に
引
っ
か
か
っ
た
り
し
た

と
き
は
、
す
ぐ
大
開
を
出
し
て
大
人
の

人
に
教
い
を
求
め
る
か
、
笹
察
や
消
防

団
の
方
に
愈
を
告
げ
よ
う

七
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
会
や
児
世
会
で
き

め
た
こ
と
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
号
。

八
、
交
通
の
き
ま
り
な
ど
も
し
っ
か
り
守

り
ま
し
ょ
う
。
朝
日
町
青
少
年

補
導
連
絡
協
議
会


